
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

47,082,778平均値 59.9 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 45.8 48.9 50.3 49.8 50.9

当該値 57.6 58.4 59.7 62.1 64.9

H29 H25 H26

当該値 47,997,038 51,946,085当該値 60.0 65.7 65.9 70.3 76.6

H27 H28 H29

　当院では平成27年度より続いている経常収支赤
字を解消するために経営改善に努めているところ
だが、依然として厳しい状況が続いている。30年
度には救急科を新設して救急患者の受入体制を強
化し、また関連施設との連携を深めていきながら
地域で求められている役割を果たす中で、「治す
医療」と「支える医療」の双方の機能が十分に発
揮できる医療提供の充実に努め、経営改善につな
げていきたいと考える。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

51,943,956 51,833,118 52,052,629

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,264,615 41,593,368 42,578,034 45,645,830

全体総括

平均値 23.2 23.2 23.9 23.8 23.9平均値 54.0 55.6 54.8 55.8 56.1

22.5当該値 53.7 54.8 58.2 59.0 63.6

平均値 48,203

当該値 20.8 22.0当該値 12,440 12,666 13,590 13,939 14,17149,042 49,821 23.1 22.6当該値 48,336

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,941 12,272 13,096 13,552 13,79250,510 50,958

2. 老朽化の状況について

　当院は新築移転後20年以上が経過しており、施
設設備の老朽化が進んでいて、今後の修繕・改築
費用の増大が懸念される。厳しい経営状況が続い
ている中で、医療機器の更新・導入については適
切に判断して経費節減を考慮しながら進めていく
と共に、光熱水費の削減を図るためＥＳＣＯ事業
の活用を検討する。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

48,921 50,413

72.6 73.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

85.3 80.7 73.1 76.3 80.7 平均値92.2 90.2 91.1 90.1 89.6 平均値 70.6 71.3

50,268 51,152

81.0 75.5

平均値 99.0 97.7 98.0 97.2 97.0 平均値

118.9 122.0 136.0 当該値 82.6 82.393.4 93.1 88.4 当該値 87.6 109.9

70.5

当該値 103.1 101.8 96.1 96.2 92.2 当該値 99.6 99.4

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　29年度は入院・外来ともに患者数が減少し、3
年連続の経常収支赤字となり、累積欠損金比率に
ついても平均値を大きく上回って推移しており、
非常に厳しい経営状況が続いている。病床利用率
についてはどの年も平均値を上回っているが、前
年度よりも利用率は低くなっている。入院患者及
び外来患者の1人1日あたりの収益は、前年度より
も高くなったが、医業収益全体では前年度を下回
り、地域包括ケア病棟の稼働率が伸び悩んでいる
ことが要因のひとつと考えられる。職員給与費対
医業収益比率は、医療技術職員の採用増、給与改
定や定期昇給等により給与費が増加し、平均より
も大きく上回っている。材料費対医業収益比率に
ついては平均値を下回って推移しているので、今
後もより削減効果の期待できる手法の検討に取り
組む。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

75.5

340

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　鳥取県東部医療圏の中核病院として、救急医
療・高度専門医療・がん医療などをはじめとした
急性期医療を提供すると共に、東部医療圏唯一の
在宅療養後方支援病院として、在宅療養者の緊急
時に受け入れができる体制を確保している。また
在宅医療・在宅介護事業の充実を図り、急性期か
ら回復期さらに在宅医療の支援へと切れ目のない
医療提供を推進している。

189,799 23,839 非該当 ７：１ 340 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 21 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が へ 地 輪 - - 340

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員 340

経営比較分析表（平成29年度決算）
鳥取県鳥取市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


